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投稿規定（平成5年6月16日改定）

投　　　稿：投稿論文は，総説，原著，短報な

　どとし，本短期大学部教職員（元教職員を含

　む）が著者，または共著者であるものに限

　るe

論文の受付：原稿（表紙本文，図，表など）

　はコピー・2部を添え（計3部），当該年度の

　6月30日までに，編集委員会に届ける。編集

　委員会に届けられた日をもつて受付日とす

　る。編集委員会は，割付けおよび金体として

　の統一などをはかるために，著者に対し表現

　方法その他の変更，削除などを求めることが

　ある。

原稿の書き方：原稿は次の規定に従って書かれ

　たものであること。

　i．表紙（原稿第一枚目）の前半には表題，

　　著者名，所属およびその所在地ランニン

　　グ・タイトルをこの」順に従って書く。なお

　　外国語原稿の場合は，上記各項の日本語を

　　併記する。

　　　後半には原稿の枚数，図，表の数，別刷

　　希望部数を書く。筆者の所属の表記は，筆

　　頭者は無記号，共著者の所属が異なる場合

　　はその著者名の右肩およびその所属名の冒

　　頭に＊，＊＊……印をつける。

　2．原稿には，英文の表題，著者名，所属，

　　抄録く2B行，または200　w◎rds程度）お

　　よびKey　words（8語以内）をつける。著

　　者名の姓は，大文字で表記する。

　3．欧文原稿及び英文抄録は，必ずダブル・

　　スペースでタイプする。また，当該国人が

　　読んで，正確，明快に理解できるものでな

　　ければならない。

　　　和文原稿は原則として，常用漢字，ひら

　　がな，現代かなつかいを用い，BS版の400

　　字詰横書き　（論文の内容上とくに必要な場

　　合は縦書き）原稿用紙に清書する。ワープ

　　ロ使用の場合も，4◎0字詰とする。外国語

　　固有名詞（人名など）は原語を，一一般に日

本語化された外国語は，片かなを用いる。

度量衡は，CGS単位とする。

4．論文の項目の区分は，原則として下記の

夢‖にZ遥…う。

大項目……無記号で下線をつけ，前を一行

　あける。原著論文の緒言（lntroduction），

　材料（Materlals），方法（Methods＞，結

　果（Results），考察（Discussi・n）などが

　相当する。

小項目……以下の川頁で使用する。

　L，2、……行の第i字Eに記す。

　　1），2）……行の第2字目に記す。

5．図（Figure）および表（Table）にはそれ

ぞれ別の通し番号をつける。図版（Plate）

や写真源則として白黒）は，図として取

　り扱う。

　図はなるべく原寸大とし，明瞭でそのま

　ま印刷できるものとする。図版は（ほ×田

cm）以内にまとめる。図は台紙（20×26

cm以下）に貼り，さらに薄紙のカバーを

つける。カバーには筆頭者名，ランニン

　グ・タイトル，図の通し番号を記入するe

　図・表の説明文は，まとめて原稿の末尾

　につけ，原稿本文中の欄外余白部に，図，

表の挿入位置を朱記し明示する。

6．謝辞は，本文の末尾に入れる。

7．文献は，下記の要領に従い，引用順に配

列し，本文の末尾に一括記載する。外国語

文献は必ずタイプする。

　本文中の文献引用箇所には著者名や引用

文などの右肩に，その文献番号を1），

　1・3’6），2’5）のように記す。

雑誌の場合

　著者名（6名以下の場合は全著者名，
　7名以上の場合は最初の3名を記し，“他”

　または“et　al”をつける），表題，掲載誌

名，発行年（西暦），巻数〈必要であれば

号数〉，頁数（始一終）の順に記す。雑誌略
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名は，日本医学誌略年表（H本医学図書館

協会編）およびkidex　Medicusに従う。

　〈例〉

1）Sak・guc！・i　K，　Jam・s・n　E￥V・Tw・fi・w

　Heas　from　Japan、　J　Med　Zool　l　959；

　10：　正56一夏62

2）菅沼美奈子，内山和美，三井政子：性

　周期記録表の試み．母性衛生1978；

　19二76－82

単行本の場合

　著者名（雑誌の場合と同様），表題，編

者名，書名，版数，発行地，発行所，発行

年（西暦），引用頁（始一終）または（1一

終頁）の順に記す。なお著者と編者が同一

の場合には，著者名、書名の順とする。

　〈例＞

i）Wintr⑪bc　MM：Cコiinical　Hcmatology：

　The　erythrocyte．　7th　ed．　Philadelphla：

　Lca　and　Febiger，19．　74：80－220

2）　Schiwarts　T、V，　Tager　HS：Biosynthesis

　⑪fpancreatic　peiypeptide．　In：Bioom

　sR，　Poiak　JM，　eds．　Gut　Hormones．　2nd

　ed，　Edinburgh，　London，　Meibourne，

　New　Y・rk：Churchiii　Livingstone，

　igy　8　i：202－205

3）冨田　仁：救急時検査の手技と解釈，

　アミラーゼ．冨田　仁，熊谷直家，内

　田耕太郎編，検査診断マニュァル．第

　／版．東京：メヂカルフレンド社，

　1978：96－99

4）城戸幡太郎：文化心理学の探求、東京：

　国土案土，　19　7c：1－39　0

5）P磁re垣LW：身体障害の作業療法（小

　川恵子，山日　昇，青木真由美訳）．東

　　　京：協同医書出版社，1985：103－・ll5

　　同じ文献を再引用する場合

　　　〈例〉

　　｝＞Eliot　TS：The　Complete　Poems　and

　　　Piays．　London：Fabcr＆Fabcr．1969：

　　　25
　　2）　YeatsヤVB：AVision．　Lond（，n：入4ac－

　　　milian，　i937：　i　3－i7

　　3＞Ibid．，18

　　4）OP，　cit．，　The　Complete　Poems　and

　　　P蔓ays，78

　　5＞砂原茂一1リハビリテーシsuン．東京：

　　　岩波書店，1980：2e－28

　　6）ヰ野　昇：腰痛の臨床．東京：南江堂，

　　　19　76：56－62

　　7）同上，31－35

　　8）前掲書，リハビリテーション，45－48

原稿の枚数：原著論文，総説は原則として図，

　表などを含め刷り．と　PlO頁以内，短報などは

　同じく4頁以内，学会・研究会の抄録などは

　同じく半頁以内とする。なお，本誌茎頁は，

　40⑪字結原稿用紙約4枚分に相当する。図は

　手札大（9×13　cm）が原稿用紙約2枚分に相

　当する。

校正：著者による校正は，再校までとし

　校正時における内容の変更や追加は認めな

　いo

印　刷　費：原画の描画を外部に依頼するとき

　や，カラー写真印刷を希望するときなどは．

　その経費は著者の負担とする。

別　　　 刷：別刷は50部を単位とし，50部をこ

　える分の経費は原則として著者の負担とす

　る。
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編　集　後　記

　紀要第13号をお届けします。本号は7編の論文を掲載しています。その大半が，研究領域

を異にするとはいえ，人と人との関わりを扱ったものとなりました。科学と技術の発展にと

もない，今，ますます，人間とは何か，また，どのようにあるべきかが問い直されねばなら

ないと思われます。

　投稿された論文は，学術誌としてよりすぐれたものにするため，編集委員が閲読に当たり

ました。閲読には限りがありますが，委員…同，精一杯いたしたつもりです。

　本短期大学部の学術と文化のかなめである紀要が，それに関わるすべての人々によって厳

しく，そして，温かく見守られながら，育ってゆきますことを願っております。

1993年9月

紀要編集委員長
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